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会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 採決の結果

一　 般　 会　 計 48億3,868万円 46億2,766万円 認定　(10 対１)

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険  　6億8,263万円  　6億3,660万円 認定　(全員賛成 )
老 人 保 健  　       31万円         31万円 認定　(全員賛成 )
簡 易 水 道        8,876万円        7,963万円 認定　(全員賛成 )
農業集落排水事業     　 7,610万円      　7,397万円 認定　(全員賛成 )
林業集落排水事業    　  2,279万円  　    2,261万円 認定　(全員賛成 )
介 護 保 険  　5億5,665万円  5億2,644万円 認定　(全員賛成 )
後 期 高 齢 者 医 療 　　　 5,623万円     　 5,576万円 認定　(全員賛成 )
合　　　計 63億2,215万円 60億2,298万円
前 年 対 比 105.3％ 104.0％

各会計の決算状況と採決の結果 (1 万円未満切り捨て )

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か

ら
16
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
各
会
計
の
決
算
認

定
の
ほ
か
、
町
税
条
例
の
改
正
、

辺
地
総
合
整
備
計
画
、
財
産
の
処

分
な
ど
20
の
議
案
と
１
報
告
を
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が

財
政
運
営
、原
発
事
故
へ
の
対
応
、

子
育
て
支
援
な
ど
13
問
に
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

財布を大解剖
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わが町
や
の平成22年度

決 算 認 定

　

平
成
22
年
度
の
決
算
は
、
一
般

会
計
、
各
特
別
会
計
と
も
黒
字
決

算
と
な
り
健
全
財
政
を
堅
持
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
数
値
も

問
題
に
な
る
よ
う
な
数
値
で
は
な

く
、
何
れ
も
健
全
で
あ
る
。

　

決
算
の
特
徴
と
し
て
、
統
合
小

学
校
建
設
事
業
で
は
総
事
業
費
６

億
３
０
０
０
万
円
余
を
要
し
た
が

一
般
財
源
の
持
ち
出
し
が
１
５
０

０
万
円
で
済
ん
だ
こ
と
は
驚
異
で

あ
る
。

　

古
殿
小
の
運
営
も
順
調
の
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
冬

期
間
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が

初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
そ
の
安

全
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
更
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
道
路
等
を
再
点
検
し
、
児
童
生

徒
の
安
全
な
通
学
に
万
全
を
尽
く

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
国
の
施
策
に
よ
る
緊
急

経
済
対
策
に
係
る
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
、
公

共
投
資
臨
時
交
付
金
、
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
、
住
民
生
活
に
光

を
そ
そ
ぐ
交
付
金
等
で
、
３
億
９

０
０
０
万
円
余
が
交
付
さ
れ
、
建

設
事
業
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
が

今
後
の
見
通
し
は
政
権
の
行
方
と

も
絡
め
全
く
不
透
明
な
の
で
、
財

政
全
般
を
見
極
め
効
率
的
な
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
並
び
に
東
京
電

力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
県
内
は
未
曾
有
の
危

機
に
遭
遇
し
て
い
る
。
古
殿
町
で

も
少
数
で
は
あ
る
が
、
家
屋
の
被

害
、
土
木
施
設
の
被
害
、
そ
し
て

農
産
物
の
放
射
線
に
よ
る
被
害
も

甚
大
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
収
穫
を

迎
え
る
米
が
心
配
で
あ
る
。
町
内

で
生
産
さ
れ
た
米
が
販
売
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た

い
。

　

ま
た
、
町
民
が
安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る
よ
う
な
対
策
と
し
て

臨
時
議
会
で
放
射
線
測
定
に
関
す

る
機
器
の
購
入
、
町
民
に
対
す
る

見
舞
金
等
が
予
算
化
さ
れ
た
。
特

に
、
町
の
宝
で
あ
る
乳
幼
児
を
放

射
線
か
ら
守
る
の
は
、
大
人
の
役

目
で
あ
る
。
今
後
、
国
県
の
対
策

を
十
分
見
極
め
、
町
と
し
て
も
町

内
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
対
策
に
万

全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

古
殿
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

本　

郷　

弘　

之

　
　
　
　
　
　

岡　

部　

政　

一

監
査
の
意
見

歳 出
46億
2,766万円

平成22年度一般会計の決算内容

歳 入
48億
3,868万円

繰入金4.3%
2億876万円

繰越金 3.4%
1億6,291万円
使用料等 0.9%
4,300 万円
その他2.4%
1億1,757万円

地方交付税 42.3%
20億4,700万円

国県支出金 24.1%
11 億 6,733 万円

町税10.3%
5億10万円

自 主
財
源
21.3%依

存

財

源
78.7%

交付金等 3.1%　
1億 4,559 万円

地方債（借金）9.2%
4億4,642万円

教育費22.6%
10億4,460万円

消防費3.9%
1億7,914万円

総務費18.6%
8億5,970万円

民生費15.9％
7億3,760万円

公債費11.9％
5億4,855万円

土木費11.0%
5億880万円

その他11.1%
5億2,012万円

衛生費5.0%
2億2,915万円
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　平成22年度の古殿町一般会計決算を身近な家計に例えてみました。厳しい経済状態の中、
やぶさめくん（古殿町）一家の家計はどうだったのでしょうか。

｢ やぶさ
め

くん一家
｣

の家計簿

　架空の家族やぶさめくん一家は、お父さん、お母さん、お兄さん、
おばあちゃんの５人家族です。
　両親は農業を営んでおり、農業収入のほか、所有するアパート
の家賃収入があります。お兄さんは大学生で遠くに下宿していま
す。やぶさめくんは ?学生で家にいます。お母さんが毎日記録し
た昨年４月から今年３月までの家計簿の収支の状況を集計してみ
ました。
※23年４月１日現在の人口（5,949 人）で算出した一人当たりの
決算額をもとに、家族数（５人）で計算しました。

　今年３月末のやぶさめくん一家の貯金額は254万円と少しあり、お母さん
が有利で安全な貯蓄方法はないかと頭を悩ましています。　
　銀行からの借入金も359万円あります。しかし、おばあちゃんの部屋をバ
リアフリーに改造するために借り入れしたものが多くあり、その分（250万
円程度）はお父さんの兄弟が負担してくれることになっており、なんとかやっ
ていけそうですが、ご両親も若くないため将来に不安があります。

やぶさめくんの願いは景気の回復と放射能汚染の早期解消‼

【収入の部】
•自主財源（収入全体の21.3％） 867,335円
　◦農業所得（町　税） 420,329円
　◦預金の引き出し（繰入金） 175,466円
　◦預貯金の利子・雑入（諸収入）  28,190円
　◦家賃収入（使用料及び手数料）  27,252円
　◦その他（分担金・負担金・繰越金等）      216,099円
•依存財源（収入全体の78.7％） 3,199,469円
◦父の兄弟からの養育費（交付税、国県補助）

         2,701,211円
　◦銀行ローン（町債） 375,208円
　◦その他（地方譲与税など） 123,049円
   　　　合　　　計 4,066,804円  
　やぶさめくんの家では、米価が低迷しているため、
農業収入 ( 町税 ) が減少したが、おばあちゃんが訪問
介護をうけるようになったため、お父さんの兄弟から
の養育費（国県補助等）が増加したため、収入総額は
前年より 1割程度増えた。

【支出の部】
•支出の性質別内訳
　◦食　費(人件費） 582,557円
　◦お兄さんへの仕送り(繰出金） 292,059円
　◦光熱水費、被服代(物件費）   485,087円
　◦医療費、福祉サービス料 (扶助費）  195,165円
　◦銀行ローンの返済　(公債費） 461,044円
　◦家の増改築(建設事業費） 1,042,296円
　◦交際費等（補助金等、積立金） 831,241円
   　　　合　　計　 3,889,449円
　支出では、やぶさめくんの勉強部屋の増築 ( 古殿
小学校）と自家用車を買い替えた ( 緊急経済対策）
支出が例年より多かった。
　食費 ( 人件費）とローン返済 ( 公債費）は減少し
たが、携帯電話 の交換やインターネット条件を向
上させた (電波遮へい対策・光 ファイバー整備）費
用が増加した。
差引 177,355 円が年度末における財布の中身です。
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歳
入
の
県
補
助
金
が
予

算
額
に
比
べ
大
き
く
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
い
る
な
ぜ
か
。

　
　

繰
越
事
業
と
な
っ
た
た

め
次
年
度
に
繰
り
越
し
に
な

り
ま
す
。

　
　

財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
で
、
法
定
分
以
外
に
７
９

０
０
万
円
も
積
立
で
き
る
要

因
は
。

　
　

当
初
一
般
財
源
で
検
討

し
て
い
た
も
の
が
、
年
度
途

中
、
国
の
経
済
活
性
化
対
策

に
よ
る
、
交
付
金
で
対
応
で

き
た
た
め
で
す
。

　
　

そ
の
場
合
に
、
不
要
と

な
っ
た
一
般
財
源
の
活
用
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　

補
正
予
算
の
要
求
時
点

で
検
討
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
費
補
助
は
何
件
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
事
業
の
広
報

は
ど
う
し
た
の
か
。

　
　

５
件
で
す
。
行
政
だ
よ

り
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
国
策
と
の

兼
ね
合
い
か
ら
積
極
的
に
事

業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
　

予
防
接
種
委
託
料
が
か

な
り
増
額
と
な
っ
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

　
　

年
度
途
中
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
子
宮
頸
が
ん

等
が
追
加
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　
　

林
地
残
材
搬
出
利
用
促

進
事
業
の
成
果
は
。

　
　

端
材
を
無
駄
な
く
有
効

活
用
す
る
た
め
に
、
事
業
者

に
委
託
し
４
人
を
雇
用
し
、

高
齢
者
が
所
有
す
る
山
林
を

選
び
有
効
活
用
と
雇
用
促
進

を
図
り
ま
し
た
。

　
　

中
山
間
地
域
作
物
導
入

実
証
の
結
果
は
。

　
　

鵰く
ま
だ
か
す巣の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
収
穫
量
・
販
売
額
と
も
昨

年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

大
久
田
の
ソ
バ
に
つ
い
て
は

ま
だ
販
売
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
策
定
計
画
委
託
１
０
９
橋

の
調
査
の
結
果
は
。

　
　

速
や
か
に
修
繕
を
要
す

る
橋
梁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
築
後
50
年
が
耐
用
年
数

の
目
安
に
な
っ
て
お
り
、
51

橋
に
つ
い
て
は
今
後
10
年
間

の
中
で
補
修
工
事
を
実
施
す

る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
　

文
教
厚
生
施
設
等
整
備

基
金
積
立
金
３
億
５
５
３
６

万
円
と
あ
る
が
、
財
源
に
ゆ

と
り
が
あ
る
場
合
に
は
事
業

を
前
倒
し
で
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

　
　

振
興
計
画
等
に
基
づ
き

年
次
計
画
の
中
で
事
業
を
進

め
て
お
り
、
実
施
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
は
逐
次
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
　

岡
部
淳
一
議
員

　
　
　

国
の
緊
急
経
済
対
策

に
関
わ
る
各
交
付
金
の
使
い

道
は
公
共
事
業
関
連
が
多
く

を
占
め
、
今
町
に
と
っ
て
最

も
肝
心
な
雇
用
対
策
は
十
分

で
な
か
っ
た
。
１
億
を
超
え

る
不
用
額
を
雇
用
対
策
予
算

と
し
て
付
け
る
こ
と
は
可
能

と
思
い
本
決
算
認
定
に
反
対

し
ま
す
。

　
　
　

鈴
木
昭
生
議
員

　
　
　

本
決
算
に
つ
い
て
は

予
算
時
に
十
分
審
議
さ
れ
執

行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比

率
も
基
準
以
下
を
堅
持
し
て

お
り
、
健
全
な
財
政
運
営
が

な
さ
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
本

案
に
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　

賛
成
10
、
反
対
１
で

　
　
　

認
定
し
ま
し
た
。

討
論

町の取り組みを検証

一
般
会
計
決
算
認
定

(

質
疑
の
一
部
を
掲
載)

反
対

賛
成

QQQQQQQQ

QQ

QQQQ

QQ

QQ

AAA

AAA

AAAAAA

AAA

AAAAAA

AAAAAA

太陽光発電設備がついた
古殿小学校

老朽化し架け替えが
検討されている ｢馬場橋 ｣今年開校した古殿小学校
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特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

こ
こ
数
年
保
険
給
付
費

が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　

被
保
険
者
数
の
減
少
と

医
療
機
関
に
通
院
す
る
割
合

が
減
っ
た
た
め
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

医
療
機
関
に
か
か
ら
な

い
理
由
は
。

　
　

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
等
の
保

健
指
導
の
効
果
と
思
い
ま
す
。 　

　

集
落
排
水
の
終
末
処
理

場
は
、
月
に
１
回
検
査
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同

じ
業
者
が
請
け
負
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
同
じ
形
態
で
な

い
と
維
持
管
理
は
難
し
い
の

か
。

　
　

施
設
の
規
模
に
応
じ
て

２
回
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

年
度
当
初
に
見
積
も
り
合
わ

せ
に
よ
り
業
者
を
決
定
し
て

ま
す
。

国
民
健
康
保
険

林
業
集
落
排
水
事
業

QQQQ

QQ

AAAAAA

AAA

区　　　分 22年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 320万円 △312万円 50％

公営住宅建設債 1億1,035万円 △1,222万円 0％

災害復旧事業債 5,793万円 △1,944万円 ～95％

教育福祉整備債 5,015万円 △1,540万円 ～70％

一般単独事業債 2億8,632万円 △5,539万円 ～50％

過疎対策事業債 16億 296万円 3,368万円 70％

辺地対策事業債 5億1,145万円 △9,842万円 80％

財 源 対 策 債 2,787万円 △368万円 100％

臨時財政特例債 2,829万円 △513万円 100％

減 税 補 て ん 債 6,961万円 △1,066万円 100％

臨時税収補てん債 1,620万円 △228万円 100％

臨時財政対策債 15億743万円 △8,026万円 100％

簡易水道事業債 6億1,977万円 △1,956万円 45％

下 水 道 債 7億5,368万円 △4,856万円 ～50％

計 56億4,521万円 △3億4,044万円

区　　　分 22年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 11億2,708万円 △966万円

減 債 基 金 2億　306万円 119万円

文教厚生施設等基金 11億2,200万円 3億2,323万円

ふ る さ と 創 生 基 金 2億　487万円 △4,014万円

さ わ や か 福 祉 基 金 1億5,425万円 ０

国民健康保険給付費基金 4,136万円 △2,697万円

町簡易水道施設整備基金 2,958万円 △27万円

介 護 給 付 準 備 基 金 2,786万円 264万円

計 29億1,010万円 2億4,829万円

区　　　分 22年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 ０

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 ０

奨 学 基 金 6,600万円 42万円

計 2億2,100万円 42万円

※算入率は、返還金の一部が後年に国から交付税として
入ってくる割り合いを示したものです。ですから 100％
は全額国で面倒みますよということです。

※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金
を積み立て ( 積立基金 ) 又は定額の資金を運用するた
めに設けられる資金 (運用基金 )又は財産です。

（注）借入金は元金です。これに年度末利子合計で
6億437万円がプラスされます。 積 立 基 金

運 用 基 金

わが町の
　 貯金と借金
わが町の
　 貯金と借金
わが町の
　 貯金と借金

初公開初公開初公開

(

質
疑
の
一
部
を
掲
載)

3181人

7366人
7259人 7207人 7136人 7113人

7029人

5926人 6835人
6718人

6601人
6499人 6427人

6236人
220000円

240000円

200000円

180000円

160000円

140000円

120000円

100000円0人

1000人

Ｈ10年 Ｈ11年 Ｈ12年 Ｈ13年 Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年

2000人

3000人

4000人

5000人

60000人

70000人

3122人
3167人

3104人
3254人

3187人
3142人

3040人 2953人
2791人

1970人
1903人

1809人

被保険者数と一人当たり医療費の推移

人口　　　国保被保険者数　　　一人当たり医療費
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建築されることになった滝ノ平集会所

審

審

審 審

議

議

議 議

議

議

議 議

案

案

案 案

大
震
災
の
被
害
者
に
対
す
る　

　
　
　
　

介
護
保
険
料
の
免
除

辺
地
整
備
計
画
の
変
更

固
定
資
産
税
な
ど
の
特
別
措
置

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

山
上
小
学
校
跡
地
の
利
活
用

プ
ー
ル
更
衣
室
を
㈲
岡
部
縫

製
に

　

介
護
保
険
条
例
の
減
免
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
居
が

半
壊
以
上
の
被
害
及
び
収
入

が
半
年
度
よ
り
３
割
以
上
減

少
し
た
場
合
に
、
22
年
度
及

び
23
年
度
の
介
護
保
険
料
の

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
建
て
替
え
と
な
る

滝
ノ
平
集
会
所
建
築
事
業
を

追
加
す
る
た
め
、
辺
地
に
係

る
公
的
施
設
の
総
合
整
備
を

図
る
た
め
の
変
更
で
す
。

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況

及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
た

改
正
で
す
。

　

固
定
資
産
税
な
ど
に
関
す

る
特
別
措
置
の
対
象
と
な
る

　

小
学
校
が
統
合
し
、
廃
校

と
な
っ
た
施
設
の
有
効
利
用

は
、
全
国
の
自
治
体
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
上
小
学
校
跡
地
は
校
舎

及
び
体
育
館
、
そ
し
て
教
員

住
宅
を
地
元
企
業
で
あ
る
㈲

岡
部
縫
製
に
譲
渡
し
、
取
り

壊
す
予
定
の
プ
ー
ル
更
衣
室

も
そ
の
ま
ま
譲
渡
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

全
部
ま
た
は
一
部
が
減
免
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
、
建

設
の
た
め
の
２
４
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

助
成
金
の
改
正
な
ど
で
す
。

（
処
分
財
産
）
建
物

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
平
屋
建　

59
㎡

（
処
分
方
法
）
随
意
契
約

（
処
分
金
額
）
無
料

（
契
約
相
手
）

古
殿
町
大
字
山
上
字
小
作
７

―
１

　
　

有
限
会
社　

岡
部
縫
製

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

全
員
賛
成

採
決

可
決

人事案件に全員同意人事案件に全員同意

再任　岡
おか

部
べ

　公
こう

一
いち
　氏

人権擁護委員

山上字不草取

任期　平成24年1月1日から３年間

提
出
さ
れ
た

そ
の
他
の
議
案
は



一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

　一般質問は、９月14日に７人の議員が１３問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。
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般質般質般質般質般質問は問は問は問 、９、、 月月月月 日日ににに 人の人の人人人 議員議員議議員員がが ３問問問問の質の質の質質問を問を問を問 行い行行行 ましましま た。た。質疑質疑疑質疑質疑応答応答応応応 のの 部を部をを部部 要約要約要約要約してしてしてお伝お伝お伝伝伝伝えしえしえしますますます。。

近
こん

内
ない

　光
こう

英
えい

 議員

診
療
所
と
の
契
約
状
況
は

賃
貸
貸
付
物
件
の
現
況
は

　
　

有
償
賃
貸
契
約
と
す
る

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
り
契
約
手
続
き
を

延
期
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

契
約
書
の
内
容
確
認
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
契
約
に

は
至
り
ま
せ
ん
。

　
　

１
点
目　

医
療
機
器
等

の
備
品
に
つ
い
て
は
、
物
品

管
理
台
帳
に
基
づ
き
調
査
を

行
い
、
一
部
の
消
耗
備
品
を

除
き
適
正
に
利
用
・
管
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

２
点
目　

今
回
の
調
査
で
廃

棄
さ
れ
た
も
の
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
協
定
書

に
は
耐
用
年
数
又
は
損
耗
等

に
よ
り
、
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
物
品
の
帰
属
が
定
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
契
約
の

更
新
に
あ
わ
せ
整
理
し
ま
す
。

契
約
内
容
の
確
認
中
で
未
締
結

適
正
な
利
用
管
理
を
確
認

　
　

平
成
15
年
４
月
か
ら
の

無
償
貸
付
契
約
期
間
が
過
ぎ

て
、
町
と
ふ
る
ど
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
の
施
設
貸
借
契
約
に

　
　

町
が
平
成
14
年
に
ふ
る

ど
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
取
り
交

わ
し
た
協
定
書
で
、
医
療
機

器
等
の
有
償
貸
付
と
し
て
約

２
０
０
０
万
円
の
備
品
を
貸

付
し
て
い
る
が
、
次
の
点
を

伺
う
。

か
か
る
協
議
が
進
み
、
有
償

に
よ
る
契
約
と
聞
い
て
い
る

が
、
締
結
は
済
ん
だ
の
か
。

第
１
点　

そ
の
現
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

今
ま
で
に
廃
棄
処

理
さ
れ
た
貸
付
物
品
に
つ
い

て
、
そ
の
手
続
き
は
ど
う
し

た
の
か
。

Q

Q AA

町
長

町
長

地域医療の担い手「ふるどのクリニック」
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　政
まさ

一
いち

 議員

安
心
安
全
な
環
境
が
第
一

　
　
　

１
点
目　

チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
学
習
活
動

に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を

　
　
　

１
点
目　

早
く
て
今

月
中
旬
頃
通
行
止
め
解
除
に

な
る
見
通
し
で
す
。

２
点
目　

震
災
、
放
射
能
の

心
配
も
重
な
り
、
経
済
的
影

響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

３
点
目　

本
復
旧
は
約
二
年

後
の
完
成
に
な
り
ま
す
。
ま

愛
し
、
何
事
に
も
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
校
風
を
作

る
。

た
、
水
沼
地
区
な
ど
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
対
応
を
重
ね

て
い
ま
す
。

４
点
目　

国
道
３
４
９
号
の

土
鍋
区
間
と
才
木
ノ
草
間
が

補
助
事
業
に
採
択
、
今
回
の

迂
回
路
も
早
期
の
整
備
促
進

を
重
ね
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

放
射
線
量
が
。
低

い
状
態
に
あ
り
、
除
染
に
よ

る
表
土
処
理
が
明
確
で
な
い

時
点
な
の
で
考
え
て
な
い
。

　

高
圧
洗
浄
機
に
よ
る
除
染

は
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
点
目　

小
学
生
で
は
放
射

線
の
学
習
は
難
し
い
た
め
、

組
み
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。

４
点
目　

国
民
的
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

５
点
目　

経
済
的
視
点
と
環

境
へ
の
配
慮
を
含
め
利
用
拡

大
に
向
け
、
検
討
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
点
目　

校
内
の
使
用
電
力

の
約
40
％
を
賄ま
か
なっ
て
い
る
状

況
で
す
。

校
庭
の
除
染
は
考
え
て
い
な
い

今
月
の
中
旬
に
通
行
止
解
除

　
　

総
勢
２
９
０
名
で
の
古

殿
小
学
校
の
運
動
会
は
競
技

に
迫
力
と
運
動
会
ら
し
さ
が

あ
り
、
感
動
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
が
統
合
し
た
成

果
で
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
放
射
能
の
不
安
で

早
め
に
終
了
。
思
い
切
り
運

動
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

で
す
。
こ
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
に
町
も
積
極
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。

第
１
点 

ど
の
よ
う
な
校
風

特
徴
を
育
て
上
げ
る
の
か
。

第
２
点　

校
庭
の
除
染
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

第
３
点　

学
校
で
は
放
射
線

量
の
学
習
を
し
て
い
る
の
か
。

第
４
点　

脱
原
発
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

第
５
点　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
考
え
方
は
。

第
６
点　

大
陽
光
発
電
で
ど

の
位
、
賄
え
る
の
か
。

Q

遅
す
ぎ
る
仮
復
旧
工
事

　
　

主
要
幹
線
道
路
い
わ
き

石
川
線
の
５
ヶ
月
以
上
に
渡

る
通
行
止
め
は
、
い
か
に
重

要
な
道
路
で
あ
る
こ
と
と
、

仮
復
旧
工
事
が
余
り
に
も
遅

す
る
ぎ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
間
、
狭
く
カ
ー

ブ
の
多
い
、
迂
回
路
の
整
備

も
重
要
で
あ
り
、
わ
が
町
の

影
響
は
生
活
、
経
済
に
甚
大

な
損
失
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
安
心
安
全
な
通
行

を
確
保
で
き
る
主
要
幹
線
道

路
い
わ
き
石
川
線
に
す
る
こ

と
が
重
要
な
使
命
で
す
。

Q

A

A

教
育
長

町　

長

第
１
点　

主
要
幹
線
道
路
と

し
て
は
、
仮
復
旧
に
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
る
と
思
う
が
。

第
２
点　

通
行
止
め
に
よ
る

町
の
経
済
的
影
響
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

第
３
点　

今
後
の
本
復
旧
ま

で
の
見
通
し
に
変
化
は
な
い

の
か
。

水
沼
地
区
の
土
石
崩
落
の
再

発
は
な
い
の
か
。

第
４
点　

迂
回
路
の
整
備
の

見
通
し
と
重
要
性
の
認
識
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
の
か
。

迂回路より通行止めが解除（県道いわき石川線・才鉢地内）



一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

今
後
の
財
政
見
通
し
は

思
い
ま
す
。
わ
が
町
に
お
い

て
有
効
活
用
し
て
い
る
過
疎

債
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成

27
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
補
償
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
国
の
財
政
を
鑑
み
、
国
の

交
付
金
・
補
助
金
が
削
減
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
く
中
で
の

　
　

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
我
が
国
は
大
き

な
痛
手
を
負
い
ま
し
た
。
そ

の
復
旧
・
復
興
に
は
多
額
の

財
源
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
普
通
国
債
残
高
が
23

年
度
末
で
６
６
８
兆
円
、
地

方
の
自
治
体
を
合
わ
せ
ま
す

と
、
８
９
１
兆
円
と
膨
大
な

借
金
と
な
っ
て
お
り
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り

交
付
金
・
補
助
金
が
削
減
さ

れ
て
お
り
、
町
の
第
６
次
振

興
計
画
も
策
定
さ
れ
、
具
体

的
な
施
策
を
実
行
し
て
い
く

の
に
は
、
裏
付
け
さ
れ
た
財

政
計
画
が
あ
る
べ
き
も
の
と

Q
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計
画
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む

　
　
　

１
点
目　

経
済
状
況

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

人
口
の
減
少
及
び
高
齢
化
社

会
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
り
、
緩
や
か
な
減

少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
地
方

交
付
金
も
こ
れ
ま
で
の
交
付

総
額
を
維
持
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
点
目　

基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
、
義
務
付
け
、
枠

付
け
の
見
直
し
、
条
例
制
定

権
の
拡
大
等
で
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
出
来
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

３
点
目　

平
成
12
年
度
を
ピ

ー
ク
に
23
億
程
度
あ
っ
た
交

付
金
が
17
億
円
台
に
落
ち
、

現
在
は
20
億
円
程
度
で
す
。

４
点
目　

財
政
調
整
基
金
・

文
教
厚
生
施
設
等
整
備
基
金

と
も
に
約
12
・
２
億
円
な

ど
で
、
８
つ
の
基
金
で
29
・

１
億
円
で
す
。
３
つ
の
運
用

基
金
で
約
２
・
２
億
円
で
す
。

合
計
で
31
・
３
億
円
で
す
。

５
点
目　

起
債
残
高
は
22
年

度
末
で
一
般
会
計
の
残
高
が

42
・
７
億
円
特
別
会
計
分
を

含
め
、
元
利
合
わ
せ
て
62
・

５
億
円
で
す
。
償
還
方
法
は

過
疎
債
が
12
年
償
還
、
辺
地

債
が
10
年
償
還
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
20
年
償
還
と
な
っ

て
い
ま
す
。

６
点
目　

地
方
交
付
金
・
各

種
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
町

の
歳
入
の
大
き
な
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
時
的
な
削

減
に
は
、
基
金
を
活
用
し
ま

す
が
、
長
期
的
な
減
額
と
な

れ
ば
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
の
は
、
困
難

と
考
え
ま
す
。

過
疎
債
と
は
？

過
疎
法
に
基
づ
き
発
行
さ
れ

る
地
方
債
。
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
た
市
町
村
に
発
行
が

認
め
ら
れ
る
。
元
利
償
還
の

負
担
が
少
な
く
、
過
疎
地
域

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。

A

町
長

今
後
の
財
政
見
通
し
を
伺
い

ま
す
。

第
１
点　

今
後
の
町
税
等
の

見
通
し
は
。

第
２
点　

国
と
地
方
自
治
体

の
関
係
を
対
等
・
協
力
関
係

と
改
め
、
地
域
主
権
改
革
を

目
指
す
と
掲
げ
て
い
る
が
、

こ
の
「
地
域
主
権
」
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

第
３
点　

三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
地
方
交
付
税
は
削
減

さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
町
に

お
け
る
地
方
交
付
税
の
推
移

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

第
４
点　

現
在
、
町
の
基
金

額
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

第
５
点　

起
債
残
高
と
償
還

方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

子どもたちの明るい未来のために

町づくりのための財源は (鎌倉岳より望む )

第
６
点　

時
限
立
法
で
あ
る

ま
す
過
疎
債
等
を
含
め
、
地

方
交
付
金
・
補
助
金
等
が
削

減
さ
れ
て
い
く
場
合
、
町
財

政
上
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考

え
ら
れ
る
か
。
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一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ
議員

町
民
安
住
の
環
境
施
策
を

第
１
点　

妊
婦
、
乳
幼
児
児

童
に
対
す
る
放
射
線
測
定
委

託
の
具
体
的
健
康
管
理
と
問

題
値
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
応
か
。

第
２
点　

放
射
線
軽
減
化
事

業
補
助
金
に
対
す
る
各
行
政

区
の
事
業
内
容
と
線
量
計
貸

出
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う

か
。

第
３
点　

簡
易
水
道
だ
け
で

な
く
山
間
部
の
引
き
水
等
飲

料
水
の
安
全
値
の
確
認
と
そ

の
住
民
へ
の
広
報
対
応
は
、

ど
う
か
。

第
４
点　

収
穫
を
迎
え
る
町

内
農
作
物
の
放
射
能
検
査
対

応
と
そ
の
結
果
広
報
は
、
ど

う
か
。
ま
た
。
風
評
被
害
に

対
す
る
町
独
自
の
米
農
家
へ

の
支
援
策
は
。

第
５
点　

町
外
か
ら
の
定
住

希
望
者
に
対
す
る
空
家
（
貸

家
・
売
家
）
等
の
紹
介
窓
口

と
、
そ
の
広
報
状
況
は
ど
う

か
。

第
６
点　

低
価
格
の
町
営
住

宅
や
定
住
条
件
付
き
無
償
分

譲
地
事
業
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

第
７
点　

子
育
て
父
母
の
就

業
支
援
で
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ

の
次
年
度
以
降
に
対
す
る
通

年
運
営
の
考
え
は
、
ど
う
か
。

ま
た
、
そ
の
施
設
建
設
に
つ

い
て
は
、
ど
の
様
な
考
え
か

　
　

地
域
に
安
心
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
が
、
町
民
共
有

の
願
い
で
す
。
町
は
、
定
住

し
や
す
い
環
境
施
策
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
過
疎

化
や
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め

施
策
が
今
後
も
課
題
で
あ
り

そ
の
対
応
が
更
に
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
原
発
事
故
に
伴

う
環
境
汚
染
問
題
へ
の
要
因

に
取
り
組
み
、
町
民
が
安
住

出
来
る
環
境
づ
く
り
施
策
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　

Q

　

町
民
の
生
命
と
安
全
を

　
　
　

守
る
こ
と
が
最
重
要　

　
　

１
点
目　

個
人
に
線
量

計
を
配
布
し
、
定
期
的
に
線

量
を
測
定
し
、
結
果
を
集
計

分
析
し
ま
す
。
高
い
測
定
値

の
場
合
、
関
係
機
関
、
医
師

と
健
康
診
断
施
設
の
除
染
等

の
対
応
に
な
り
ま
す
。

２
点
目　

通
学
路
、
側
溝
な

ど
の
放
射
線
量
の
測
定
調
査

及
び
清
掃
な
ど
で
す
。
線
量

計
貸
出
は
各
区
に
線
量
計
が

配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
区

長
へ
、
申
請
し
、
利
用
下
さ

い
。

３
点
目　

簡
易
水
道
水
な
ど

２
日
に
１
回
継
続
的
に
検
査

を
実
施
し
、
結
果
を
指
標
値

を
超
え
る
値
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
引
き
水
な
ど

の
水
源
を
利
用
し
た
飲
料
水

に
つ
い
て
も
、
区
長
を
通
じ

て
調
査
エ
リ
ヤ
を
選
定
し
９

月
１
日
か
ら
、
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
す
。
調
査
結
果
は

行
政
だ
よ
り
等
に
よ
り
情
報

提
供
し
ま
す
。

４
点
目　

米
の
予
備
調
査
は

９
月
14
日
、
町
内
５
か
所
の

ほ
場
か
ら
採
取
し
検
査
を
行

い
、
収
穫
後
の
本
調
査
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
単
位
で
10

ヵ
所
実
施
し
、
出
荷
の
可
否

を
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、
米

以
外
の
農
畜
産
物
の
調
査
結

果
や
栽
培
等
技
術
指
導
に
つ

い
て
も
、
速
や
か
に
周
知
し

ま
す
。
町
独
自
の
支
援
も
、

状
況
把
握
し
、
検
討
し
ま
す
。

５
点
目　

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
の
情
報
提
供
は
、
し

て
ま
せ
ん
が
、
直
近
の
状
況

を
速
や
か
に
調
査
し
、
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
情
報
提

供
し
ま
す
。

６
点
目　

定
住
条
件
付
き
分

譲
よ
り
、
ま
ず
は
、
既
存
の

跡
地
利
用
の
ほ
か
、
愛
宕
団

地
の
敷
地
整
備
を
含
め
た
大

規
模
改
修
事
業
等
を
検
討
し

な
が
ら
、
定
住
に
つ
な
が
る

整
備
を
進
め
ま
す
。
低
価
格

の
町
営
住
宅
整
備
に
つ
い
て

は
民
間
ア
パ
ー
ト
の
兼
ね
合

い
も
考
慮
し
た
検
討
が
必
要

で
す
。

７
点
目　

23
年
度
の
事
業
実

施
状
況
を
み
て
、
協
議
、
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
建

設
は
、
現
時
点
で
は
、
考
え

て
ま
せ
ん
。　

A

町
長

放課後児童
クラブ

放射線量計バッチ
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

　
　
　

１
点
目　

平
成
22
年

度
の
状
況
は
、
一
般
入
場
記

帳
者
１
６
２
人
、
小
学
校
授

業
の
利
用
者
は
約
１
０
０
人

で
す
。

２
点
目　

人
の
集
ま
る
エ
リ

ア
の
展
示
は
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
施
設
の
耐
用

　
　
　

１
点
目　

国
の
緊
急

経
済
対
策
事
業
を
最
大
限
取

り
入
れ
た
結
果
で
す
。
財
政

分
析
に
よ
る
指
標
も
上
向
き

に
推
移
。
更
に
積
立
基
金
も

増
加
し
、
効
率
的
な
運
営
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目　

経
済
対
策
に
よ
る

国
庫
支
出
金
の
大
幅
な
増
加

で
す
が
、
反
面
、
不
況
に
よ

り
町
税
は
前
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
人
件

費
・
公
債
費
は
減
少
、
扶
助

郷
土
文
化
施
設
を
ホ
ー
ル
と
し
て
、

　
　
　
　

有
効
利
用
す
べ
き
で
は

財
政
運
営
と
町
づ
く
り
の
展
望
は

目
的
外
利
用
と
な
り
難
し
い

交
付
金
の
動
向
に
よ
り
大
き
く
変
化

　
　

わ
が
町
の
先
人
が
残
し

た
文
化
遺
産
は
、
貴
重
な
も

の
で
あ
り
、
資
料
や
展
示
物

な
ど
、
非
常
に
価
値
観
が
高

く
、
長
い
間
多
面
的
に
活
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

広
く
町
内
外
に
知
っ
て
も
ら

い
、
伝
習
し
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

現
在
の
利
用
状
況
を
把
握

し
、
施
設
の
有
効
利
用
を
考

　
　

決
算
審
議
を
す
る
う
え

で
、
執
行
状
況
を
総
括
し
、

次
年
度
お
よ
び
将
来
の
財
政

運
営
に
役
立
て
る
こ
と
は
大

事
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

交
付
金
の
予
測
も
含
め
、
次

の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

平
成
22
年
度
決
算

を
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て

い
る
か

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
１
点　

最
近
の
利
用
状
況

は
。

第
２
点　

展
示
資
料
を
道
の

駅
エ
リ
ア
に
移
転
し
、
周
辺

整
備
の
充
実
と
、
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る
の

で
は
。

第
３
点　

現
在
の
施
設
を
公

民
館
の
中
ホ
ー
ル
と
し
て
利

用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

第
２
点　

歳
入
・
歳
出
と
も

過
去
９
年
間
で
最
高
額
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
。

第
３
点　

健
全
な
財
政
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方

債
残
高
43
億
円
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

第
４
点　

基
金
運
用
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

年
数
が
50
年
で
補
助
金
の
目

的
外
と
な
り
、
移
転
は
難
し

い
と
お
も
い
ま
す
。

第
３
点　

補
助
金
の
適
正
化

法
の
観
点
か
ら
、
目
的
外
利

用
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

費
な
ど
物
件
費
の
増
加
、
普

通
建
設
費
も
大
幅
な
増
と
な

り
ま
し
た
。

３
点
目　

約
43
億
円
の
起
債

で
す
が
、
基
準
財
政
需
要
額

の
算
入
率
で
い
う
と
、
実
質

的
な
残
高
は
約
８
億
円
く
ら

い
と
な
り
ま
す
。

４
点
目　

法
令
に
よ
り
、
確

実
な
運
用
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
リ
ス
ク
を
伴
う

運
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q

Q

A

A

町
長

町
長

昔の生活を学ぶ　「郷土文化保存伝習施設」
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

塩
の
道
の
活
用
に
よ
る

　
　
　
　
　

町
づ
く
り
は

今
後
と
も
継
続
的
に
改
修
を
要
望

　
　
　

１
点
目　

仁
田
、
上

遠
野
に
つ
い
て
は
、
通
勤
通

学
な
ど
定
期
的
な
町
内
利
用

が
な
く
、
い
わ
き
市
に
お
い

て
も
同
様
な
状
況
に
あ
っ
た

た
め
、
石
川
町
も
含
む
沿
線

３
市
町
の
協
議
に
よ
り
、
廃

止
し
た
経
路
も
あ
り
ま
す
の

で
、
再
開
は
難
し
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目　

県
道
い
わ
き
石
川

線
の
地
震
災
害
に
よ
る
通
行

止
め
は
、
経
済
面
ば
か
り
で

な
く
通
勤
、
緊
急
医
療
な
ど

多
面
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
早
期
復
旧
と

よ
り
安
全
な
改
修
工
事
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

平
潟
街
道
と
い
わ
れ
る
、
県

道
勿
来
浅
川
線
、
三
株
下
市

萱
小
川
線
に
つ
き
ま
し
て
も

古
来
よ
り
の
主
要
道
で
あ
り

ま
す
が
、
経
済
、
財
政
状
況

の
変
遷
に
よ
り
、
未
だ
全
線

改
良
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
い
わ
き
石
川
線
の
、
通

行
止
め
に
よ
る
迂
回
路
と
し

て
、
そ
の
重
要
性
は
改
め
て

再
認
識
し
て
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
継
続
的
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

３
点
目　

こ
れ
ま
で
そ
う
し

た
検
討
は
、
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
わ
が
町
の
幹
線

道
で
あ
る
御
斉
所
街
道
の
通

行
止
め
は
、
町
に
と
っ
て
の

経
済
効
果
損
失
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
い
わ
き
市
を
つ
な
ぐ
道

は
、
御
斉
所
街
道
と
平
潟
街

道
の
勿
来
浅
川
線
、
三
株
下

市
萱
小
川
線
が
あ
り
ま
す
が

こ
の
道
路
も
一
時
通
行
止
め

と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
的
背

景
を
み
る
と
御
斉
所
街
道
の

明
治
24
年
の
大
改
修
ま
で
は

平
潟
街
道
が
塩
の
道
と
し
て

重
要
な
街
道
で
し
た
。
塩
や

海
産
物
な
ど
を
平
潟
い
わ
き

と
城
下
町
を
結
ぶ
中
継
地
点

と
し
て
役
割
が
、
経
済
の
重

要
な
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
事
は

今
回
の
御
斉
所
街
道
の
通
行

止
め
で
も
立
証
さ
れ
知
い
る

と
思
い
ま
す
。
以
上
の
観
点

か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

第
１
点　

現
在
、
仁
田
ま
で

の
定
期
路
線
バ
ス
を
、
上
遠

野
ま
で
再
開
通
さ
せ
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

第
２
点　

御
斉
所
街
道
の
改

Q

A

町
長

良
は
も
と
よ
り
、
昔
の
塩
の

道
の
平
潟
街
道
の
改
修
の
考

え
方
は
。

第
３
点　

塩
の
道
の
中
継
地

点
と
し
て
、
市
が
盛
ん
に
行

は
れ
た
時
代
の
歴
史
的
価
値

を
つ
た
え
る
た
め
の
検
討
な

ど
は
し
て
い
る
の
か
。

塩の道が記載された地図　(下松川区 )

通行止めにより道の駅は閑散と
「おふくろの駅」
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅんいち

一 議員

　
　
　

１
点
目　

毎
週
39
箇

所
で
実
施
し
、
結
果
を
行
政

だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

６
月
よ
り
教
師
等

が
簡
易
型
積
算
線
量
計
で
測

定
し
、
県
に
報
告
し
て
い
ま

す
。
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
教

育
施
設
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
点
目　

子
ど
も
の
生
活
空

間
放
射
線
量
低
減
化
を
図
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
幼
・

小
・
中
学
校
施
設
の
洗
浄
を

実
施
ま
し
た
。

４
点
目　

県
の
検
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
広
報
無
線
で
知

　
　
　

１
点
目　

住
宅
の
半

壊
が
16
棟
、
一
部
損
壊
が
６

０
０
棟
の
被
害
状
況
で
す
。

２
点
目　

現
在
ま
で
９
件
の

再
調
査
を
行
な
い
、
う
ち
６

件
の
認
定
見
直
し
が
あ
り
ま

し
た
。

３
点
目　

公
的
支
援
は
16
件

で
す
。
内
容
は
、
国
県
か
ら

の
義
援
金
と
、
町
か
ら
の

り
災
助
成
金
支
給
で
す
。

４
点
目　

住
宅
の
半
壊
以
上

が
支
給
制
度
の
対
象
で
あ
り

一
部
損
壊
住
宅
に
は
融
資
制

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
と

　
　
　

引
き
続
く
対
策
・
対
応
は

大
震
災
発
生
か
ら
半
年
の
現
状
と

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

賠
償
問
題
は
仮
払
い
と
し
て

２
２
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ
た

国
の
補
正
か
ら
は

町
関
連
事
業
は
み
え
て
こ
な
い

　
　

一
旦
事
故
が
起
き
る
と

収
束
さ
せ
る
方
法
が
な
い
原

発
事
故
。
深
刻
な
事
態
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
安
全
・
安
心
を

確
実
に
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
次
の
点
を
伺
い
ま

す
。

第
１
点　

町
が
実
施
し
て
い

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
情
報
公

開
は
具
体
的
に
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

第
２
点　

幼
保
・
小
中
学
校

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
系

統
的
・
事
務
的
な
方
法
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
だ
ま
だ
余
震
が
続

く
状
況
に
町
民
の
方
々
も
不

安
な
毎
日
を
お
く
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
半
年
間

の
被
災
者
支
援
の
在
り
方
と

今
後
の
取
り
組
む
べ
き
方
向

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

現
時
点
ま
で
の
被

災
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に

第
３
点　

除
染
に
対
す
る
考

え
方
と
、
実
施
し
た
具
体
的

な
除
染
内
容
は
。

第
４
点　

食
物
の
独
自
検
査

の
情
報
公
開
は
、
ど
う
す
る

の
か
。

第
５
点　

具
体
的
な
賠
償
問

題
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。

第
６
点　

風
評
被
害
の
調
査

と
賠
償
問
題
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

第
７
点　

町
独
自
の
健
康
調

査
、
検
診
は
考
え
て
い
る
か
。

伺
い
ま
す
。

第
２
点　

県
内
家
屋
被
害
判

定
に
つ
い
て
相
当
数
の
再
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
町

内
で
も
再
調
査
に
よ
る
見
直

し
は
あ
っ
た
の
か
。

第
３
点　

被
災
し
た
家
屋
宅

地
等
で
、
公
的
支
援
を
受
け

ら
れ
た
件
数
と
内
容
は
。

ら
せ
ま
す
。
町
独
自
検
査
の

た
め
測
定
器
を
発
注
し
て
い

ま
す
。

５
点
目　

実
害
額
は
４
４
２

０
万
円
に
対
し
、
仮
払
い
と

し
て
約
半
額
の
２
２
０
０
万

円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
点
目　

多
面
に
わ
た
り
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
農
産
物

風
評
被
害
下
落
額
は
、
４
９

０
万
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
点
目　

独
自
の
調
査
検
診

等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

度
が
あ
り
ま
す
。

５
点
目　

業
者
に
委
託
し
た

場
合
は
事
業
系
ゴ
ミ
、
そ
の

他
は
災
害
ゴ
ミ
と
し
て
出
し

ま
す
。
仮
置
場
に
つ
い
て
は

今
後
、
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
、
被
害
状
況
を
み
て

対
応
し
た
ま
す
。

６
点
目　

こ
れ
ま
で
４
次
の

補
正
予
算
を
組
み
、
地
震
と

放
射
能
被
害
対
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
国
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
実
施

し
ま
す
。

Q

Q A

A

町
長

町
長

第
４
点　

国
の
生
活
支
援
制

度
に
よ
る
一
部
損
壊
へ
の
対

応
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

第
５
点　

今
後
も
ガ
レ
キ
が

発
生
る
と
思
う
が
、
町
の
支

援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

第
６
点　

震
災
予
算
に
お
い

て
、
国
県
の
助
成
・
補
助
と

町
の
独
自
支
出
は
ど
う
推
移

す
る
の
か
。
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審
議
議
案

審
議
議
案

財
産
の
目
的　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
輪
駆
動
）

　
　
　
　
　
　

第
３
分
団
３
部
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
川
字
大
原
）

取
得
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

取
得
金
額　

１
７
２
２
万
円

契
約
の
相
手　

宮
城
県
仙
台
市

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
モ
リ
タ

　
　
　
　
　
　

仙
台
支
店

処
分
財
産　

建
物　

木
造
瓦
葺
平
屋
建 

66
・
91
㎡

　
　
　
　
　
　

山
上
字
仮
宿
57
―
１

取
得
の
方
法　

随
意
契
約

取
得
金
額　

無　
　

料

契
約
の
相
手　

古
殿
町
大
字
山
上　

有
限
会
社 

岡
部
縫
製

　
　

戸
別
飲
用
水
施
設
補
修

補
助
金
の
内
容
は
。

　
　

震
災
以
降
に
水
源
が
枯

れ
た
と
か
し
た
方
に
支
援
す

る
も
の
で
、
補
助
率
は
基
本

的
に
２
分
の
１
で
、
５
万
円

か
ら
50
万
円
を
限
度
に
支
援

し
ま
す
。

　
　

災
害
見
舞
金
の
交
付
手

順
は
。

　
　

返
信
用
封
筒
を
同
封
し

た
申
請
書
を
全
世
帯
に
郵
送

し
申
請
を
受
け
付
け
、
支
払

は
口
座
振
込
を
予
定
し
て
ま

す
。

　
　

放
射
線
軽
減
化
事
業
の

中
で
放
射
線
の
線
量
計
を
買

っ
て
、
よ
り
綿
密
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
す
る
考
え
は
。

　
　

こ
の
事
業
の
中
で
、
線

量
計
の
購
入
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
行
政
区
、
個
人
的
な
貸

し
出
し
も
考
え
ら
れ
ま
す
が

十
分
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

　
　

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
の
中
身
は
何
か
。

　
　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財

源
と
し
た
助
成
事
業
で
す
。

補
助
率
が
１
０
０
％
で
町
を

経
由
し
て
交
付
さ
れ
、
今
回

は
論
田
区
の
獅
子
舞
に
対
す

る
衣
装
、
太
鼓
な
ど
の
更
新

の
た
め
の
補
助
で
１
５
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
９
日
に
開
か

れ
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害

に
対
す
る
見
舞
金
の
支
給
や
、
地
震
で
水
源
施
設
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
戸
別
飲
用
水
施
設
の
修
繕
に

対
す
る
補
助
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
ポ
ン

プ
自
動
車
購
入
に
よ
る
財
産
の
取
得
な
ど
、
３
件
の

議
案
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

大
震
災
の
被
災
に
対
し
全
世
帯
に

総
額
４
９
３
０
万
円
の
見
舞
金 23.8.9

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

質
疑
質
疑

QQQQQQ

QQ

一
般
会
計
第
４
次
補
正

AAAAAAAAA

AAA

補

予
正

算

新しく配置されるポンプ自動車 
( 同型車 )

譲渡される教員住宅　



　

　
　
　
　

 
　　　　

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/
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12月上旬
次回の
定例会

☆これからの課題
　獅子舞の踊り手は、小学生の男の子に
限られております。若者の減少や少子化
のために、存続が非常に困難になる時期
が来ることが予想されることから、いか
に継承していくかが大きな課題となって
おります。

☆歴史の由来と活動は
　昔は｢ささら｣と呼ばれて、鵰巣・中組・名花地域
で、年1回区主催の湯殿山祭典に、当番制で別々に
奉納されてきました。
　この獅子舞の歴史は、安政年間(1854～1859)か
ら続き継承されてきたが、三地区別々では存続が難
しくなり、昭和53年保存会を結成し、三つの獅子
舞を一つにして、昭和56年町無形民俗文化財の指
定を受けて以来、現在に至っております。
　今年も8月から子ども達の練習が始まり、10月1
日・2日の祭りでは立派に舞いを奉納しました。

会長の佐藤富男さんに聞きました。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

会長佐藤富男さん

くまだかす

さ とう とみ お

論田獅子舞保存会論田獅子舞保存会今回紹介しますのは今回紹介しますのは今回紹介しますのは の皆さんです。の皆さんです。の皆さんです。論田獅子舞保存会
ろん でん　し    し   まい   ほ ぞん かいろん でん　し    し   まい   ほ ぞん かい
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